
 

 

 

 

 

 
 

 
 

～学習発表会においでいただき、ありがとうございました～ 

 １９日（土）の学習発表会に保護者、地域の皆様からおいでいただきました。ありがとうございま

した。子どもたちのステージ発表や絵画作品をとおして、「その子らしさ」の一端を確かめていただく

ことができたのではないかと思っております。今後も学習参観などの場を通して、子どもたち一人ひ

とりが一生懸命に取り組む姿、成長した姿をつぶさにご覧ください。来校をお待ちしています。 
  

～中越地震から１５年…～ 

 中越地震から１５年が経ちました。「災害は忘れた頃にやってくる」と、寺田寅彦（物理学者、随筆家）は言っ

ていますが、最近は「毎年、何度かやってくる」状況です。今年も台風１７号、１９号による強風と豪雨で、

大きな被害が発生してしまいました。(学習発表会当日、義援金募金に協力いただきました。ありがとうございました。) 

 千田小学校でも１０月、１１月は「新潟県防災学習プログラム」を活用した防災の学習を各学年で実施し

ます。「プログラム」の一番初めに出てくるキーワードは「先ず自分の命を守ること、死なないこと」です。

突然の土砂崩れなど、自分では防ぎようがないこともあります。しかし、早く避難していれば助かる、危険

が察知できれば助かることもあります。家庭でも時々、地震や豪雨、豪雪の際の対応や生活の工夫などを話

題にしてください。子どもたちを「命を守れる子ども」に育てて行きましょう。（文責：校長 目黒栄一） 
 
 

〔新しい学習指導要領算数科のポイント〕（算数主任 川池奈三江）                                         

１ 算数科で育成を目指す力 

  算数科で育成を目指す資質・能力は、「知識・技能」「思考力・判断力・表現力等」「学びに向かう力・人間

性等」の力です。実社会との関わりを意識した数学的活動の充実を図ります。そのために、日常生活や社会

の事象や数学の事象から問題を見いだし、主体的に取り組む数学的活動の充実を図り、「主体的・対話的で深

い学び」のある学習活動を推進し、問題を自立的、協働的に解決する能力を育てます。 

～算数科における主体的・対話的で深い学びとは～ 

☆主体的な学び・・・見通しをもち、粘り強く取り組み、問題解決の過程を振り返り、よりよく解決した

り、新たな課題を見いだしたりすること。 

☆対話的な学び・・・事実を数学的な表現を用いて論理的に説明したり、よりよい考えに高めたりするこ

と。 

☆深い学び・・・・・数学的活動を通して、新しい概念を形成したり、よりよい方法を見いだしたりする

こと。 
  

２ 算数科における学習内容の改訂ポイント 

 ○中学１年生で学習していた代表値（平均値・最頻値・中央値）を小学６年生に移行し、統計の内容を

充実する。 

 ○数量の関係どうしを比較する方法として、簡単な割合を用いた比較の仕方を新たに小学４年生の学習

に加える。 

 ○小学４年生から６年生の領域の構成に「データの活用」を新設する。 
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